
多様な落葉樹と太陽光の共生を実現した伝統様式の邸宅

イギリスの荘園風庭園とドライブウエイが特徴

この住宅の特徴は伝統的なチューダー様式とクラフツマン様式にあります。イギリスの荘園邸宅建築につ

きものの広大な庭園と円形ドライブウェイを備え、建物の仕上げは、周辺の基礎部分には玄武岩を使い、

壁はスタッコ外装とし、主構造にはヘビーティンバー（ダグラスファー材）が用いられています。

228坪の広さを有する邸宅は、バンクーバー市内の昔からの格式高い住

宅地にあり、カナダメープルの大木に囲まれた514坪の敷地に建ってい

ます。この地区のほとんどの住宅は、1900年代初期からの伝統的建築様

式と、厳しい建築法規に則って建てられ、この邸宅もそのような周囲の

環境に完璧に調和しています。


壁はツーバイシックス構成要素からなり、屋根はプレ製造トラスと従来

の枠組壁工法のコンビネーションで建築。また、エネルギー効率を考慮

して、壁と屋根の断熱にはスプレーフォームが用いられ、窓は特注の木

枠でつくられガラスが二重に嵌め込まれています。建築材は、ブリティ

ッシュコロンビア州西海岸の高湿な気候に十分対応できるものが選ばれ

ています。


工事を始めてから、竣工までに３年以上かかっています。敷地のあちこ

ちに生息していた多くの落葉樹の大木は、そのまま残されています。設計者は、樹木と年間を通しての太

陽光と日射量の関係、つまり屋内スペースが最大限に太陽の恩恵を受けられるようにすることを基本的な

設計理念としました。


この家には、リビング、ダイニングルームのほかに、４つの寝室、２つのデン（家族団らんの部屋とメデ

ィアルーム）があります。リビングはいわゆる客間であり、天井高６ｍ以上の丸天井は圧巻です。
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屋内はネオクラシックなインテリアデザイン



屋内の床は全部シラカシ材が用いられ、天井には優雅な木のモールディ

ングが施されています。室内に置かれている新古典的な家具は、いかに

もクラシックな美術品を思わせ、全体のインテリアデザインにふさわし

い趣です。


屋内すべてで天井画を見ることができますが、リビングルームの天井画

はとくにすばらしく、２人のアーチストが一週間以上かかって手描きで

仕上げたものです。
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